
県 外 派 遣 報 告 書 

審判員名（報告者） 堀⼝ 拳 所 属 U18 ⻄部 
⼤ 会 名 第８０回国⺠スポーツ⼤会関東ブロック⼤会 
期 間 ２０２６年 ８⽉２２⽇ 〜 ２３⽇（参加⽇︓８⽉２２、２３⽇） 
会 場 船橋アリーナ 

ス ケ ジ ュ ー ル 

期 ⽇ 内 容 場 所 
８⽉ ２０⽇ 審判会議 ZOOM 会議 参加者⾃宅他 
８⽉ ２２⽇ 少年男⼥１回戦、準決勝 成年男⼥１回戦 船橋アリーナ 
８⽉ ２３⽇ 少年男⼥決勝 成年男⼥準決勝、決勝 船橋アリーナ 

審判会議、研修会 講義内容 
（１） 挨拶 
⼀般社団千葉県バスケットボール協会専務理事 ⼤野健男様 
関東バスケットボール協会審判委員⻑ 平原勇次様 
 
（２）指名審判員講義 
①東京都バスケットボール協会 S 級審判員 松永航平様 
◯本業との相互作⽤ 
→審判活動が本業（教員）にも活きるし逆も然り 
◯⾒る→判断する→伝える→⽀える 
◯審判活動を⽀えること、⽀えられること 
→上級:⽀えられていたことに気づく⼊り⼝、⽀えられる側に回る⼊り⼝ 
◯繋ぐ 
→⾃分がしてもらったことを次につないでいく 
②群⾺県バスケットボール協会 S 級審判員 内野翔太様 
◯⾼め合える仲間づくりが⼤切 
◯疑問を投げかけてくれる⼈が少なくなった 
→「上級だから正しい、絶対」 ではない︕ 
→多くの⼈から⾒て納得の判定をしたい→だからこそ疑問を投げかけてほしい 
③埼⽟県バスケットボール協会 S 級審判員 ⼤井陽平様 
◯試合前に必ずしている準備と試合後の振り返り⽅法 
〇3C 「Character×Crew×Challenge」 
・Character 
試合前 どんな特徴、強度、背景 ／ 試合後 現場の肌感、アドバイス引き出し、映像、解説 
・Crew 
試合前 このクルーだからこそ学べることは何か ／ 試合後 気になったところ、わからなかったところをすぐ聞く(思考回路) 
・Challenge 
試合前 この試合でチャレンジすること ／ 試合後 クルーでの振り返り→⾃分で振り返り 
 
 
 



④東京都バスケットボール協会 ⼩⽥中涼⼦様 
◯限られた時間でパフォーマンスを発揮する 
→⽇常を磨いてコートにつなげる 
①コミュニケーション⼒ 
・アサーティブなコミュニケーション 
・傾聴⼒、合意形成⼒、⾃⼰開⽰⼒、意思伝達⼒ 
②分析⼒・逆算思考 
・ゴール設定→何を分析→どう備える 
・タスク、スケジュール調整 
③⾃⼰管理・セルフプロデュース 
・どう⾒られているかを意識 
・姿勢、表情、⽴ち振る舞いはそのままコートに出る(普段の習慣) 
④コンディショニング・トレーニング 
・意識的に時間をつくりトレーニング 
・準備の質 
（３）諸連絡 
 
 
 
 

担当試合① 
期 ⽇ ８⽉２２⽇（⼟） 成年男⼦１回戦 
対戦カード 千葉県 vs 群⾺県 
ク ル ー CC︓⼩⽥中涼⼦⽒（東京） U1︓⼤和⽥雅⼈⽒（茨城） U2︓堀⼝拳 

ミーティング内容 審判主任︓円⾕怜美⽒（千葉） 
▶ゲーム前の PGC 
・メカニクスの確認 
・チーム情報共有 
・クルーワークについて 
 
▶ゲーム後のミーティング 
千葉県は実業団チーム中⼼、群⾺県はクラブチーム中⼼のメンバー構成の試合であった。 
終始クルーで⽬を合わせながら、それぞれのプライマリーで丁寧に判定を積み重ねることができた。成年男⼦のゲームということで、多
くの選⼿がコミュニケーションを求めてきたが、CC ⼩⽥中さんの選⼿を穏やかに受け⼊れる姿勢が⾮常に学びになった。個⼈の反省
としては、ノーコールにしても良いケースで笛を⼊れてしまったり、バイオレーションでおさめられるところをファウルにしてしまったりと、選⼿
やベンチの感覚とずれた判定をしてしまうことが数回あったことが挙げられる。もう少しそのマッチアップを早く捕まえ、落ち着いて判定で
きるようにしたい。 
 
 
 
 
 



担当試合② 
期 ⽇ ８⽉２３⽇（⽇） 成年⼥⼦準決勝 
対戦カード 千葉県 vs 栃⽊県 
ク ル ー CC︓⼩澤朋克⽒（群⾺） U1︓堀⼝拳 U2︓河内千沙⽒（東京） 

ミーティング内容 審判主任︓⼩⽥中涼⼦⽒（東京） 

▶ゲーム前の PGC 
・メカニクスの確認 
・チーム情報共有 
・プレゼンをわかりやすく 
 
▶ゲーム後のミーティング 
クラブチーム中⼼の千葉に対して、全員が⽩鵬⼤学の栃⽊県の試合であった。異種格闘技戦となる試合ではあったが、⼤きなトラ
ブルもなく試合を終わらせることができた。主任の⼩⽥中さんからは「もっと細やかにプレーを確認しに⾏く」ことをアドバイスいただいた。
選⼿が転んでいるケースの原因を誰も知らないことが複数回⾒られた。⼥⼦ゲームにおいては特に、⾒える位置に動いて、プレー確
認している姿を⾒せることが⼤切だということを学んだ。⾃分が如何に⼤雑把にポジションアジャストしているかが浮き彫りになったの
で、早急に改善していきたいと思う。また、POC についてもご助⾔をいただいたので、何で吹いたのかをより説得⼒をもたせるようこだ
わっていきたい。 
 
 

全体の感想 
各都県を代表する選⼿、スタッフが集まり、それぞれのプライドをかけた熱い試合が展開される⼤会でした。本国体への出場権もか
かる⾮常に重要な⼤会に参加させていただき、同じコートに⽴てたことを⼼から嬉しく思います。 
今⼤会では、２試合を担当させていただきました。どちらのゲームにおいても、普段トップリーグをはじめとするよりレベルの⾼い試合を
担当されているＳ級審判員の⽅とご⼀緒させていただきました。どういったことに気づき、どんなことを感じながら試合を進めているの
か、同じ現場でコミュニケーションを取りながら笛を吹けたことは⼤きな財産になりました。２試合ともに⼤きな問題なく終えることがで
きましたが、もし⾃分がＣＣだったら、そう考えるとまだ⾃信がありません。より経験を積み、たくさんの情報を感じ取りながら精進して
いきたいと強く感じました。 
また、コート外におきましても、多くの審判員の皆様とたくさんのお話ができたことが、私にとって⾮常に良い時間になりました。県外に
もともに頑張る仲間がいるというのが審判をやっている⼀つの⼤きな意義であり、楽しみだと感じます。 
最後になりますが、この度ご派遣いただきました埼⽟県審判委員⻑の若林様、⼤会期間運営にご尽⼒いただきました千葉県バス
ケとボール協会の皆様、割当クルーや TO 委員、その他⼤会に関係するすべての皆様に感謝申し上げます。本当にありがとうござい
ました。引き続きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願いいたします。 

 
 



県 外 派 遣 報 告 書 

審判員名（報告者） 村上 翔 所 属 U12 
⼤ 会 名 第８０回国⺠スポーツ⼤会関東ブロック⼤会 
期 間 ２０２６年 ８⽉２２⽇ 〜 ２３⽇ 
会 場 船橋アリーナ 

ス ケ ジ ュ ー ル 

期 ⽇ 内 容 場 所 
８⽉ ２０⽇ 審判会議 ZOOM 会議 参加者⾃宅他 
８⽉ ２２⽇ 少年男⼥１回戦、準決勝 成年男⼥１回戦 船橋アリーナ 
８⽉ ２３⽇ 少年男⼥決勝 成年男⼥準決勝、決勝 船橋アリーナ 

審判会議、研修会 講義内容 
（１） 挨拶 
⼀般社団千葉県バスケットボール協会専務理事 ⼤野健男様 
関東バスケットボール協会審判委員⻑ 平原勇次様 
 
（２）指名審判員講義 
①東京都バスケットボール協会 S 級審判員 松永航平様 
◯本業との相互作⽤ 
→審判活動が本業（教員）にも活きるし逆も然り 
◯⾒る→判断する→伝える→⽀える 
◯審判活動を⽀えること、⽀えられること 
→上級:⽀えられていたことに気づく⼊り⼝、⽀えられる側に回る⼊り⼝ 
◯繋ぐ 
→⾃分がしてもらったことを次につないでいく 
 
②群⾺県バスケットボール協会 S 級審判員 内野翔太様 
◯⾼め合える仲間づくりが⼤切 
◯疑問を投げかけてくれる⼈が少なくなった 
→「上級だから正しい、絶対」 ではない︕ 
→多くの⼈から⾒て納得の判定をしたい→だからこそ疑問を投げかけてほしい 
 
③埼⽟県バスケットボール協会 S 級審判員 ⼤井陽平様 
◯試合前に必ずしている準備と試合後の振り返り⽅法 
〇3C 「Character×Crew×Challenge」 
・Character 
試合前 どんな特徴、強度、背景 ／ 試合後 現場の肌感、アドバイス引き出し、映像、解説 
・Crew 
試合前 このクルーだからこそ学べることは何か ／ 試合後 気になったところ、わからなかったところをすぐ聞く(思考回路) 
・Challenge 
試合前 この試合でチャレンジすること ／ 試合後 クルーでの振り返り→⾃分で振り返り 
 



④東京都バスケットボール協会 ⼩⽥中涼⼦様 
◯限られた時間でパフォーマンスを発揮する 
→⽇常を磨いてコートにつなげる 
1.コミュニケーション⼒ 
・アサーティブなコミュニケーション 
・傾聴⼒、合意形成⼒、⾃⼰開⽰⼒、意思伝達⼒ 
2.分析⼒・逆算思考 
・ゴール設定→何を分析→どう備える 
・タスク、スケジュール調整 
3.⾃⼰管理・セルフプロデュース 
・どう⾒られているかを意識 
・姿勢、表情、⽴ち振る舞いはそのままコートに出る(普段の習慣) 
4.コンディショニング・トレーニング 
・意識的に時間をつくりトレーニング 
・準備の質 
 
（３）諸連絡 
 

担当試合① 
期 ⽇ ８⽉２２⽇（⼟）少年男⼦準決勝 
対戦カード ⼭梨県 vs 東京都 
ク ル ー CC︓増渕泰久⽒（栃⽊） U1︓村上翔 U2︓⼩宮颯太⽒（神奈川） 

ミーティング内容 審判主任︓安藤俊明（千葉） 
▶ミーティング 
クルーの中でのライセンス関係なく、試合を積極的に進めていくということを共有があり、試合を進めていった。その中で、試合中の会
話の内容（選⼿の情報、共有事項、気になっていることなど）やハーフタイム時でのアローの確認などに改めて意識することにつなが
った。試合全体としては、クルーでコンタクトの責任の⾒極めを意識し、プライマリレフェリーがコールすることで、円滑に試合を進めるこ
とができた。どのような試合でも、誰とクルーを組んでも常に同じようにできるようにしていきたい。 

担当試合② 
期 ⽇ ８⽉２３⽇（⽇） 成年男⼦準決勝 
対戦カード 茨城県 vs 神奈川県 
ク ル ー CC︓内野翔太⽒（指名） U1︓村上翔 U2︓⻑沢弘基⽒（群⾺） 

ミーティング内容 審判主任︓加納康平⽒（神奈川） 
▶ミーティング 
今できることの徹底すること、タフな試合展開になった時に選⼿とコミュニケーションを取りながら進めることをクルーで共有があり、取り
組んだ。試合の中で個⼈的にいくつかメカニクスに課題があった試合となった。リードの際に中に⼊り過ぎてしまい、最終局⾯が捉えら
れないことがあり、ペイントからルーズする必要があった。また、タフに試合が進んでいく中で UF か PF かという現象があり、客観的に
判定していく重要性を感じた。⾃分の笛のタイミングやアングルにこだわり過ぎずに、現象を捉えることで受け⼊れられる判定になると
試合後にあった。 

全体の感想 
はじめに、今⼤会の開催にご尽⼒いただきました千葉県協会の皆様、そして派遣していただきました埼⽟県協会の皆様に感謝申

し上げます。国スポの予選ということで、各都県を背負って選⼿やスタッフなどの⽅々が参加している⼤会でした。所属しているチーム



から離れて、都県の代表として参加しているということで普段の試合とはまた違った雰囲気が感じられました。	
 担当した 2 試合とも S 級ライセンスの⽅とクルーを組ませていただき、⾃分⾃⾝に⾜りていないものを肌で感じることができました。
中でも、細かな部分への気配りやメカニクス、ゲームをコントロールしていくということに改善の余地があると感じました。⼀つ⼀つにこだ
わりをもって取り組んでいくとともに、コート外から⾒ている観客やベンチなどからどのように⾒えているかということの意識が⼤切だと感じ
ました。今後の活動では、これらのようなことを強く意識して活動して参りたいと思います。引き続き、よろしくお願いいたします。 

 



県 外 派 遣 報 告 書 

審判員名（報告者） 岡山 幸二 所 属 社会人連盟 

大 会 名 第 80 回国民スポーツ大会関東ブロック大会 

期 間 2026 年 8 月 22 日～23 日（参加日:8 月 22、23 日） 

会 場 船橋アリーナ 

ス ケ ジ ュ ー ル 

期 日 内 容 場 所 

8 月 20 日 審判会議 ZOOM 会議 参加者自宅他 

8 月 22 日 少年男女１回戦、準決勝 成年男女１回戦 船橋アリーナ 

8 月 23 日 少年男女決勝 成年男女準決勝、決勝 船橋アリーナ 

審判会議、研修会 講義内容 

（１） 挨拶 

一般社団千葉県バスケットボール協会専務理事 大野健男様 

関東バスケットボール協会審判委員⾧ 平原勇次様 

 

（２）指名審判員講義 

①東京都バスケットボール協会 S 級審判員 松永航平様 

◯本業との相互作用 

→審判活動が本業（教員）にも活きるし逆も然り 

◯見る→判断する→伝える→支える 

◯審判活動を支えること、支えられること 

→上級:支えられていたことに気づく入り口、支えられる側に回る入り口 

◯繋ぐ 

→自分がしてもらったことを次につないでいく 

②群馬県バスケットボール協会 S 級審判員 内野翔太様 

◯高め合える仲間づくりが大切 

◯疑問を投げかけてくれる人が少なくなった 

→「上級だから正しい、絶対」 ではない! 

→多くの人から見て納得の判定をしたい→だからこそ疑問を投げかけてほしい 

③埼玉県バスケットボール協会 S 級審判員 大井陽平様 

◯試合前に必ずしている準備と試合後の振り返り方法 

〇3C 「Character×Crew×Challenge」 

・Character 

試合前 どんな特徴、強度、背景 ／ 試合後 現場の肌感、アドバイス引き出し、映像、解説 

・Crew 

試合前 このクルーだからこそ学べることは何か ／ 試合後 気になったところ、わからなかったところをすぐ聞く(思考回路) 

・Challenge 

試合前 この試合でチャレンジすること ／ 試合後 クルーでの振り返り→自分で振り返り 

④東京都バスケットボール協会 小田中涼子様 

◯限られた時間でパフォーマンスを発揮する 

→日常を磨いてコートにつなげる 



①コミュニケーション力 

・アサーティブなコミュニケーション 

・傾聴力、合意形成力、自己開示力、意思伝達力 

②分析力・逆算思考 

・ゴール設定→何を分析→どう備える 

・タスク、スケジュール調整 

③自己管理・セルフプロデュース 

・どう見られているかを意識 

・姿勢、表情、立ち振る舞いはそのままコートに出る(普段の習慣) 

④コンディショニング・トレーニング 

・意識的に時間をつくりトレーニング 

・準備の質 

（３）諸連絡 

担当試合① 

期 日 8 月 22 日（土） 少年男子 1 回戦 

対戦カード 栃木県 vs 神奈川県 

ク ル ー CC:佐田幸一氏（山梨） U1:岡山幸二（埼玉） U2:湯浅将悟氏（千葉） 

ミーティング内容 審判主任:石崎公一氏（群馬） 

▶ゲーム前の PGC 

チームの特徴、キープレイヤーの確認。 

ベーシックなメカニクスと起こり得そうなケースの確認、時計、ショットクロック器材の確認、ベンチ管理を含め我々の笛でゲームを進め

スムーズに進行することを確認し合いました。 

▶ゲーム後のミーティング 

IR 石崎氏より点差がついたものの 3 人でスムーズにゲームを進めている点を評価頂きました。ゲーム自体も 75 分で進行できたこと

は 3 人での協力があってこその結果だったのではないかと振り返ります。特にタイムアウトからの再開は毎度 3 人で役割を確認し合

いマニュアル通りに実施し、チームにアプローチできたことがスムーズなゲーム運営に繋がったと感じております。また CC 佐田氏はタイム

アウト再開時のチームの特徴から自ら速やかなゲーム再開を促すことを率先して実施していたことは同じ A 級として学ぶべき点でござ

いました。更に IR 石崎氏よりクルーが吹いているものをもう一歩感じてクルーワークとして判定に繋げてほしいとコメントを頂きました。 

このコメントから自身を振り返った時に、クルーで協力することとクルーがどう考えて判定に繋げているかをどこまで突詰められていたかを

思い返しました。協力することを徹底する、その上でクルーがどう考え、どう判定しているか、感じ取る。その上で自身の判定へ結びつ

ける。どんなに点差がついたゲームであっても、スムーズなゲーム運営が出来ていたとしてもまだまだ努力できることは過分にあったと感

じたゲームでございました。 

担当試合② 

期 日 8 月 22 日（土） 少年男子順位決定 

対戦カード 群馬県 vs 千葉県 

ク ル ー CC:松本祐大氏（栃木） U1:岡山幸二（埼玉） U2:安藤光翼氏（千葉） 

ミーティング内容 審判主任:久保あしみ氏（千葉） 

▶ゲーム前の PGC 

チームの特徴とキープレイヤーを共有し、留学生の有無の確認、それぞれのバスケットの展開の予測とベーシックなメカニクスの確認を

しました。またよりゲームをスムーズに進行することを心掛けること、その為に我々クルーにどういった努力が出来るのかを確認し合いま

した。 

▶ゲーム後のミーティング 



 IR 久保あしみ氏よりゲームのテンポも良く、余計な笛がほとんどなく、客観的に見ていてもエキサイティングを感じさせるゲームであっ

たとコメントを頂戴しました。クルーとしては、ゲーム序盤、チームとクルーでコンタクトや判定において考え方に齟齬があるように思える

場面もありましたが、我々クルーが判定を一貫したことから、そのメッセージが選手、チームに確実に伝わってゲーム全体として在るべ

き方向へ導けたのかと感じております。その結果として選手、チームがゲームに集中できたのではないかと振り返っております。 

しかしながら、IR 久保氏より私が取り上げた、イリーガルスクリーンと後半、両手を使ったハンドチェックが本当に取り上げないといけな

かったかは精査する必要があっても良いとコメントを頂戴しました。そのコメントを受け、確かにどれだけ RSBQ に影響があったかを振り

返ったこと、更には、そのプレーヤーの行為自体を私が是非としないかだけで捉えていなかったかを振り返るきっかけとなり、私の是非

ではなく、RSBQ にどれだけ影響があったかを今一度、徹底する機会となりました。 

全体の感想 

まず今大会、私を派遣頂き心より感謝申し上げます。派遣頂くにあたり協会の予算をかけて頂いたことは、学んだこと感じたこと仲

間と共有した時間や技術を、県内の皆様にお伝えすることが責務であると思っております。その上で、2 日間で強く感じたことがござい

ます。それは、【クルーとして】ということと【クルーの良さを引き出す】というキーワードから【クルーをどれだけ心掛ける】ということでした。

私自身が力を発揮することはもちろんのこと、それをクルーと掛け合わせたり、足し合わせたり、時には、引き算することもあるかもしれ

ません。今回の担当 2 試合と、参加されている指名の S 級の方々から、クルーの持ち味の引き出し方からゲームをより良いものに導

いていくことは審判としてより奥深く、まだ知りえない楽しさがそこにあるのかな、と感じた次第でもございます。 

今大会、派遣にあたり埼玉県バスケットボール協会の皆様、お世話になりました千葉県の皆様、関係者の皆様に心より御礼申し

上げます。 

※本報告書の体裁は報告者自身にて自由に変更いただき問題ありません。分かりやすいよう図や写真を入れることも可能です。 

※派遣報告書は、派遣行事終了後の翌木曜日を目処に PDF 化して、下記へ送付をお願いします。 

宛先;sbareflicense2020@gmail.com 

CC;審判部⾧、各カテゴリー⾧  



県 外 派 遣 報 告 書 

審判員名（報告者） 野⼝ 祐⼤ 所 属 社会⼈ 
⼤ 会 名 第８０回国⺠スポーツ⼤会関東ブロック⼤会 
期 間 ２０２６年 ８⽉２２⽇ 〜 ２３⽇（参加⽇︓８⽉２２、２３⽇） 
会 場 船橋アリーナ 

ス ケ ジ ュ ー ル 

期 ⽇ 内 容 場 所 
８⽉ ２０⽇ 審判会議 ZOOM 会議 参加者⾃宅他 
８⽉ ２２⽇ 少年男⼥１回戦、準決勝 成年男⼥１回戦 船橋アリーナ 
８⽉ ２３⽇ 少年男⼥決勝 成年男⼥準決勝、決勝 船橋アリーナ 

審判会議、研修会 講義内容 
（１） 挨拶 
⼀般社団千葉県バスケットボール協会専務理事 ⼤野健男様 
関東バスケットボール協会審判委員⻑ 平原勇次様 
 
（２）指名審判員講義 
①東京都バスケットボール協会 S 級審判員 松永航平様 
◯本業との相互作⽤ 
→審判活動が本業（教員）にも活きるし逆も然り 
◯⾒る→判断する→伝える→⽀える 
◯審判活動を⽀えること、⽀えられること 
→上級:⽀えられていたことに気づく⼊り⼝、⽀えられる側に回る⼊り⼝ 
◯繋ぐ 
→⾃分がしてもらったことを次につないでいく 
②群⾺県バスケットボール協会 S 級審判員 内野翔太様 
◯⾼め合える仲間づくりが⼤切 
◯疑問を投げかけてくれる⼈が少なくなった 
→「上級だから正しい、絶対」 ではない︕ 
→多くの⼈から⾒て納得の判定をしたい→だからこそ疑問を投げかけてほしい 
③埼⽟県バスケットボール協会 S 級審判員 ⼤井陽平様 
◯試合前に必ずしている準備と試合後の振り返り⽅法 
〇3C 「Character×Crew×Challenge」 
・Character 
試合前 どんな特徴、強度、背景 ／ 試合後 現場の肌感、アドバイス引き出し、映像、解説 
・Crew 
試合前 このクルーだからこそ学べることは何か ／ 試合後 気になったところ、わからなかったところをすぐ聞く(思考回路) 
・Challenge 
試合前 この試合でチャレンジすること ／ 試合後 クルーでの振り返り→⾃分で振り返り 
 
 
 



④東京都バスケットボール協会 ⼩⽥中涼⼦様 
◯限られた時間でパフォーマンスを発揮する 
→⽇常を磨いてコートにつなげる 
①コミュニケーション⼒ 
・アサーティブなコミュニケーション 
・傾聴⼒、合意形成⼒、⾃⼰開⽰⼒、意思伝達⼒ 
②分析⼒・逆算思考 
・ゴール設定→何を分析→どう備える 
・タスク、スケジュール調整 
③⾃⼰管理・セルフプロデュース 
・どう⾒られているかを意識 
・姿勢、表情、⽴ち振る舞いはそのままコートに出る(普段の習慣) 
④コンディショニング・トレーニング 
・意識的に時間をつくりトレーニング 
・準備の質 
（３）諸連絡 
 

担当試合① 
期 ⽇ ８⽉２２⽇（⼟） 少年男⼦１回戦 
対戦カード 東京都 vs 千葉県 
ク ル ー CC︓⼩澤朋克 ⽒（群⾺） U1︓倉持雄⼀⽒ （栃⽊） U2︓野⼝祐⼤ 

ミーティング内容 審判主任︓横⼭崇⽃ ⽒（千葉） 
▶ゲーム前の PGC 
・テーマの確認「この試合を通して選⼿が成⻑していけるように」 
・メカニクスの確認 
・チーム情報共有 
・シンプルなコーリング 
・処置ミス０ 
 
▶ゲーム後のミーティング 
・終始接戦の展開だったが、それぞれのプライマリで判定を積み重ね、試合を通して、タフな展開を創出できたことはよかった。⼀⽅
で、⾃⾝のプライマリで起こった事象に関して、笛を⼊れてほしい場⾯があったとお話しいただきました。 
・「この試合を通して選⼿が成⻑できるように」というテーマで試合を進めて⾏くという意味では、もっとゲームに関わらないといけない場
⾯があった。 
・緊迫した場⾯でのイレギュラーな事象に対しての対応が今後の課題となった。 
 
 
 
 
 
 
 



担当試合② 
期 ⽇ ８⽉２２⽇（⼟） 少年⼥⼦準決勝 
対戦カード  東京都 vs 茨城県 
ク ル ー CC︓⼤坪綾⾳ ⽒（千葉） U1︓阿久沢尚夫 ⽒（群⾺） U2︓野⼝祐⼤ 

ミーティング内容 審判主任︓藤本梨紗 ⽒（神奈川） 

▶ゲーム前の PGC 
・メカニクスの確認 
・チーム情報共有 
・タフなゲームの創出 
・TO管理 
 
▶ゲーム後のミーティング 
・クルーでコミュニケーションをとりながらゲームを進めることができてよかった。また、試合前のミーティングでもあった、TO コントロールも
1Qから⼼がけることができていてよかった。 
・1Qでプライマリを超えて判定する場⾯がいくつかあったが、⼀つ⽬で気づき修正して⾏くことが必要とお話しいただきました。 

担当試合③ 
期 ⽇ ８⽉２２⽇（⼟） 少年男⼦出場決定戦 
対戦カード  千葉県 vs 神奈川県 
ク ル ー CC︓松永航平 ⽒（東京） U1︓野⼝祐⼤  U2︓宮川彪留 ⽒（千葉） 

ミーティング内容 審判主任︓梶崇司 ⽒（栃⽊） 
▶ゲーム前の PGC 
・メカニクスの確認 
・チーム情報共有 
 
▶ゲーム後のミーティング 
・客観的な視点で判定できると良かった 
・怪我をする選⼿がいる中で、根拠を持って判定に繋げてほしい 
・コンタクトが起こってから⻑く⾒るのではなく、⻑く⾒た中でコンタクトの判定を⾏う 
・難しいケースもあったが、決断して良い場⾯があった。今後は、⾃分から遠いところでもアングルを持って確証があれば判定を下して
いく勇気を持ってほしいとお話しいただきました。 
 

全体の感想 
まず初めに、豪⾬による⼤きな被害がありながらも予定通りの⽇程で⼤会を開催し、私たちが何⼀つ不⾃由なく審判業務に集中
できるようご準備・運営いただきました千葉県バスケットボール協会の皆様に⼼より感謝申し上げます。 
⼤会期間中は、多くの S級・A級審判員の⽅々とオンコート・オフコートを問わず積極的にコミュニケーションをとることができ、審判員
としての⽴ち振る舞いや効果的なゲームマネジメントについて、多くの知⾒を得ることができました。 
特に担当した3試合では、S 級審判員の⽅とクルーを組ませていただき、どのようなアンテナを持ち、どのようなことを感じながら、どの
ような思いでゲームを進めているのかを間近で体感できたことは、⾃⾝にとって⼤変貴重な経験となりました。 
今⼤会で学んだ成果を⾃分⾃⾝の技術向上に活かすとともに、埼⽟県内に還元できるよう取り組んでまいります。 
最後になりますが、今⼤会の運営にご尽⼒いただきました千葉県バスケットボール協会の皆様、ならびに貴重な派遣の機会をいた
だきました埼⽟県バスケットボール協会の皆様に厚く御礼申し上げます。 

 


